
 

中学校外国語科において目的・場面・状況に応じて 
適切な語彙や表現を用いて伝えられる生徒の育成 

－中間評価を生かした会話活動の設定と“My Useful Words & Phrases”の活用－ 

前橋市立宮城中学校 小池 賢一 

 

Ⅰ 主題設定の理由  

 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説外国語編では、コミュニケーションを行う

際は、その目的や場面、状況などを意識し、簡単な情報や考えなどを理解したり、理解し

たことを活用して表現したり伝え合ったりすることが重要になる（筆者要約）とある。こ

のことから、単元末の活動やそれに至るまでの言語活動や文法指導の場面でも、なぜその

活動をするのか、どのような状況下でその英語を使うのかを生徒が意識できるようにする

ことが重要であると考える。加えて、コミュニケーションを行う目的・場面・状況に応じ

て生徒自身が、どのような表現を使えば相手に伝わるのかを考えたり、内容を膨らませた

りできることも重要であると考える。 

本校では、コミュニケーションを行う目的・場面・状況の中で、自分の思いや考えを表

現することを苦手とする生徒が多い。その理由として、言語活動において、内容が思い浮

かばなかったり、伝えたいことがあっても、それを英語で伝えるための語彙が不足してい

ることで、自分の思いや考えが伝えられなかったりするといったことが挙げられる。この

ような現状は、教師が、単元末の言語活動に向かうための指導の中で、語彙（単語や連語

等）と表現（文法事項や定型表現等）を広げるための場の設定や、語彙や表現を生徒自身

が蓄積したり、活用したりする機会が不十分なことが原因であると考えられる。 

これらの課題を踏まえて、本研究の主題を「中学校外国語科において目的・場面・状況

に応じて適切な語彙や表現を用いて伝えられる生徒の育成」と設定した。 

  

Ⅱ 研究のねらい  

 

 中学校外国語科の授業において目的・場面・状況に応じて適切な語彙や表現を用いて伝

えられる生徒を育成するために、中間評価を生かした会話活動を設定したことと語彙力、

表現力を高めるためのワークシート“My Useful Words & Phrases”を活用することの有

効性について、授業実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

 中学校外国語科の指導において、目的・場面・状況に応じて適切な語彙や表現を用いて

伝えられる生徒を育成するための具体的な手立てとして以下の二つを挙げる。 

 

【手立て１】中間評価を生かした会話活動の設定 

目的・場面・状況に応じて適切な語彙や表現を用いて会話ができるようにするために、

単元末の言語活動につながる毎時間の会話活動のトピックを構成するとともに、一単位時



 

間の中で「会話活動１- 中間評価 - 会話活動２」という学習形態を設定する。 

 

【手立て２】“My Useful Words & Phrases”の活用 

本研究では、一単元につき一枚、中間評価や家庭学習で学んだ語彙や表現を蓄積するワ

ークシート“My Useful Words and Phrases”（以下「MUWP」）を配付し、会話活動や単

元末の言語活動で活用できるようにする。 

 

Ⅳ 実践内容  

 本研究では、中学校第３学年２学級（51名）の外国語「Unit5 Plastic Waste」（全 10

時間）において授業実践を行った。 

１ 【手立て１】中間評価を生かした会話活動の設定 

(1) 実践の概要 

本研究では、一単位時間の中で「会話活動１- 中間評価 

- 会話活動２」という形態で会話活動を実施した。中間評

価では、生徒が自己の課題を捉え、目的や場面に適した語

彙や表現を使えるようにするために、会話活動１での生徒

の困り感に応じて、図１の中間評価の支援例の中から教師

が内容を選択し支援を行った。授業内で会話活動を

「Talking Master」、中間評価を「Lv.UP TIME↑↑」と呼

称した。Unit５は環境問題が題材であったため、教科書に

即したプラスチックごみ問題と生徒が総合的な学習の時間

で学習したSDGsに関連付けた食品ロス問題で会話活動のト

ピックを構成し、単元末の言語活動で使える語彙や表現を

毎時間少しずつ蓄積できるようにした（表１）。また、表

１にあるように教師が用意した写真で話す、自分で用意し

た写真で話す、写真で示した問題の解決策まで話すなど、

話し合う目的をトピックごとに、少しずつ変えることで目

的・場面・状況に適した語彙や表現を意図的に使えるよう

にした。 

第４時は、「Describe a picture」というトピックで会話をした。第２・３時で教科

書の内容に沿ってプラスチックごみ問題を扱ったが、第４時からは単元末の言語活動につ

ながる食品ロスに関する問題を扱った。そして、「お互いに食品ロスに関するプレゼンテ

ーションをし、クラスで取り組む解決策を考えよう」を単元末の言語活動として設定した。

会話活動１では、教師が用意した写真をどのように説明したらよいか考えが浮かばず、あ

まり会話が進まないペアが見られた。そこで、生徒の会話活動１での困り感を解消するた

めに中間評価で、言いたかったが言えなかった語彙の確認や表現の共有、新出言語材料の

活用方法の確認などを意図的に行った。会話活動２では中間評価で学んだ語彙や表現を用

いて、会話をする姿が見られた。 

表１ 会話活動のトピック 

図１ 中間評価の支援例 



 

(2) 結果と考察 

 第４時の会話活動１で、生徒Ａは生徒Ｂとほとん

ど会話ができなかった（表２）。生徒Ａは規格外野

菜が売り物にならないと伝えたかったが、語彙や表

現が不足していたため、伝えることができなかっ

た。その後の会話活動２で生徒Ａはペアでの会話の

中で「Vegetable which we can eat, but farmer 

can’t sell.」という表現を用いて会話を行った

（表２下線部）。このような姿が見られたのは、中

間評価で「farmer」という語彙を獲得したり、関

係代名詞の使い方を確認したりしたことによっ

て、規格外野菜を「食べられるが農家が売ること

ができない野菜」と相手に伝わりやすい表現にで

きたことが要因だと考える。また、生徒Ａは、表

２で使った語彙や表現以外にも単元を通して会話

活動の目的に応じて多様な語彙や表現を使い、単元末の言語活動での発表（表３下線部）

に生かしていた。実践後の生徒アンケートでは、会話活動を通して、語彙や表現が増え

たと捉えた生徒は、83.7％であった。また、生徒の単元末の感想では、「中間評価で必

要な単語、表現を得ることができた。それらを使って会話活動２で活用できた」「(前略)

会話活動を何回かやっていくうちに、プラスチックゴミ・食品ロスなどに対する自分の意

見をもつことができた」という記述があった。生徒Ａで見られた様子は、他の多くの生徒

でも見られたことが生徒のアンケートから分かる（p.115 資料３）。これらのことから、

中間評価を取り入れた会話活動を設定したことで、生徒は一単位時間の中だけでなく、単

元を通してテーマに適した語彙や表現を考えながら相手に伝えることができたと考える。 

 

２ 【手立て２】“My Useful Words & Phrases”（MUWP）の活用 

(1) 実践の概要 

 MUWP は、会話活動の中間評価の場面と家庭学習で単元末の言語活動へ向けた語彙や表

現を蓄積し活用するシートである（図２）。会話活動の中間評価ではイメージマップなど

を活用したり、模範で発表した友達同士の会話を聞いたりして、生徒は必要な語彙や表現

を MUWP に蓄積した。また、家庭学習でも語彙や表現を蓄積してくるよう促した。蓄積し

た語彙や表現は会話活動や単元末の言語活動で自分の思いや考えを伝える際に活用できる

ようにした。また、教師がホワイトボード「Teacher’s 

MUWP（p.114 資料１）」に生徒から提案された語彙や表現

を書き溜めたり、生徒の会話活動に必要だと捉えた語彙

や表現を意図的に提示したりして Teacher’s MUWP を充

実させることで、生徒自らが必要な語彙や表現を選択し

て各自のシートに蓄積できるようにした。また、単元末

の言語活動終了後には、MUWP にある語彙や表現のうち、

使うことができたものを生徒がチェックする時間を確保

表３ 生徒Ａの発表の内容 

表２ 会話活動 “Describe a picture” 

図２ My Useful Words & Phrases 



 

したことで、単元を通して蓄積してきた語彙や表現をどれだけ活用しているかについて生

徒自身が気付くことができるようにした。 

(2) 結果と考察 

生徒Ｃは、１時間目の中間評価で、食品ロスというテーマについて、話す内容を考える

際に、他の生徒から提案された語彙や表現を日本語で MUWP に記述し、家庭学習で英語に

して蓄積していた。また、生徒Ｃは食品ロスを説明するために、多くの食品が廃棄されて

いることを伝える必要があると考え、Teacher’s MUWP から、必要だと感じた語彙や表現

を中間評価の場面で、自分の MUWP に書き溜めていた（図４下線部）。単元末の言語活動

では、プレゼンテーションの中に MUWP に蓄積してきた「throw away」「eatable」「Do 

you like？」や関係代名詞を使った表現などを生かす様子が見られた（図５下線部）。こ

のような生徒の様子は、他の生徒でも見られた。また、アンケートの「プレゼンテーショ

ンに役立ったと感じるものは何ですか」の項目で、MUWP（自分のもの）を選択した生徒

は 91.8％であった（p.115 資料４）。また、単元の感想では、「授業の前日に自分が言

いたいことに合った語彙や表現を調べてくるように心がけることができた」「MUWP に書

いた授業で習った単語などを有効活用できた」「今回は、MUWP をたくさん活用すること

ができたので、よい学習ができたと思った」など MUWP の活用に関する肯定的な記述も見

られた。これらのことから、MUWP に語彙や表現を毎時間蓄積し、それを活用する場面を

設定したことで、会話活動や単元末の言語活動で適切な語彙や表現を用いて会話をするこ

とができたと考える。 

 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

  中間評価を生かして新たに得た語彙や表現を使用しながら会話活動を行ったことで、

１回目の会話よりも、２回目の会話の質が向上した生徒が増えた。また、“My Useful 

Words & Phrases”を活用したことで、会話活動や単元末の言語活動に向けて語彙や表

現を生徒が自発的に蓄積したり、それらを活用したりする姿が見られた。 

２ 今後の課題 

  生徒が用いた表現の正確さについて確認する時間をあまり設定できなかったので、正

確さを確認するための時間を設定する必要があった。 

 

 

図５ 生徒Ｃのプレゼンテーション資料とＭＵＷＰの切り抜き 図４ 生徒Ｃの MUWP 



【資料１】Teacher’s MUWP 

「Teacher’s MUWP」は、生徒が会話活動や単元末の言語活動に必要だと捉えた語彙や表

現を教師が蓄積するボードである。教師が生徒に使ってほしい表現を意図的に加える場合

もある。中間評価等の場面で「Teacher’s MUWP」に示した、語彙や表現を取り入れる様子

が見られた。 

「Teacher’s MUWP」は移動式ホワイトボードを使っている。本校は各学年２クラスの

ため、１クラス一面を使って、一台で１学年分として使用できる。ホワイトボードを使う

ことで、毎時間保存できる。当初は、一台で語彙と表現を書いていたが、現在は右の画像

のように大きいものと小さいものをそれぞれ語彙用、表現用と使い分けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】生徒Ｃの単元を通したＭＵＷＰの変容 

授業が進むごとに、語彙や表現を蓄積していくようにした。単元末の言語活動終了後に

は、MUWP上にある語彙や表現のうち、実際に言語活動で使用したものに印を付けることで、

語彙や表現が増えたことを自覚できるようにした。 

 

 

 

  

１時間目終了後 

単元末の言語活動終了後 

下線を引いたものが、実際に言語

活動で使用した語彙や表現 

Phrases Words Words Phrases 



【資料３】会話活動に関するアンケート結果 

 

 

【資料４】My Useful Words & Phrases に関するアンケート結果 
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